
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 325 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 
生物基礎 単位

数 
２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編「生物基礎」 （東京書籍） 

副教材等 レッツトライノート （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身の回りのさまざまな生命事象をとりあげ、生物に関する基礎的な知識や技能の習得をめざしま

す。授業では自ら考え問題解決に取り組む活動も行うので、科学的な見識や読解力も身につけま

しょう。 

副教材の問題を自分で解いてみましょう。知識や技能の定着度合いを確認し、思考する機会でも

あります。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける。 

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与

する態度を養う。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との関連を

図りながら，生物や生物現

象についての観察，実験な

どを行うことを通して，生

物や生物現象に関する基本

的な概念や原理・法則を理

解するとともに，科学的に

探究するために必要な観

察，実験などに関する基本

的な技能が身に付いてい

る。 

生物や生物現象を対象に，探

究の過程を通して，問題を見

いだすための観察，情報の収

集，仮説の設定，実験の計画，

実験による検証，調査，デー

タの分析・解釈，推論などの

探究の方法が習得できてい

る。また，報告書を作成した

り発表したりして，科学的に

探究する力が育まれている。 

生物や生物現象に対して主

体的に関わり，それらに対す

る気付きから課題を設定し

解決しようとする態度など，

科学的に探究しようとする

態度が養われている。その

際，生命を尊重し，自然環境

の保全に寄与する態度が養

われている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

1 編 1 章 

生物の多

様性と共

通性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 編 2 章 

生物とエ

ネルギー 

 

 

脊椎動物の特徴の

比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細胞の構造と特徴 

 

 

ａ：地球上にすむ生物の種数が膨

大であることに気づき，地球上に

多様な種がみられるのはなぜか

考える。 

ｂ：脊椎動物の四肢の有無，呼吸

の仕方，殖え方などの特徴につい

て考え，表にまとめる。系統樹上

でそれらの特徴が現れた位置を

推測し，進化との関係性を見いだ

す。 

ｃ：生物の種と分類・系統につい

て理解を深める。 

 

ａ：生物と非生物の違いが何かを

考えることを通して，生物と非生

物を分ける基準が存在すること

に気づく。 

ｂ：単細胞生物と多細胞生物につ

いて理解し，これらの生物の細胞

はどのように生命を維持してい

るのかについて考える。 

ｃ：細胞や個体について深く考

え、興味をもつ。 

 

 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 

2 編 1 章 

遺伝情報

と DNA 

ＤＮＡの構造と特徴 

 

研究の歴史 

a: 遺伝情報を担う物質が DNA で

あることがどのように解明され

てきたのかを知る。 

b: DNA がどのような形をしてい

るか，また DNAの構造にある規則

性や特徴に気づく 

c: ゲノムの解読方法の進歩によ

り，個人のゲノムを利用した医療

などが可能になりつつあること

について興味をもつ。 

 

 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 
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２ 

  

２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３ 

2 編 2 章 

遺伝情報と

タンパク質 

ＤＮＡの半保存的複

製の理解 

 

 

セントラルドグマの理

解 

a: DNAの複製は正確に行われる

ことを理解する。 

b:塩基の相補性が DNA の複製の

しくみに関わっていることを見

いだす。 

c: 転写と翻訳のしくみについて

理解を深め、自らの形質に当ては

め考えて興味をもつ。 

 

 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 

3 編 1 章 

体内環境と

情報伝達 

恒常性を維持するしく

みの理解 

 

 

自律神経系の機能 

 

 

内分泌系の機能 

a: 内分泌腺と分泌されるホルモ

ン，その作用について知り，ホル

モンが受容されるしくみを理解

する。 

b: 血統濃度の変化や糖尿病と

インスリン濃度の関係について、

自律神経系と内分泌系のはたら

きをまとめながら考える。 

c:視床下部が司る持続的なはた

らきをまとめ、自らの生活に当て

はめ考えて興味をもつ。 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 

3 編 2 章 

免疫のは

たらき 

免疫機構の理解 

 

 

 

免疫にかかわる諸症

状の理解 

 

a:からだに備わる自然免疫、適応

免疫について学び、リンパ球がも

つ役割を理解する。 

b: 細菌，菌類，線虫，ウイルスが

原因となる病気を調べ、感染経路

の根拠を元に病気を防ぐ具体的

な方法を表現する。 

c:予防接種の種類やメリットに

興味をもち、説明できる。 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３ 

4 編 1 章 

植生と遷移 

遷移や森林階層構造

の理解 

 

 

バイオームの種類や

特徴 

ａ：植生の遷移について，モデル

的な過程とその要因を理解する。 

ｂ：世界のさまざまな地域の気候

と植生の関係を調べ，バイオーム

が遷移を経て成立していること

を見いだして考察する。 

ｃ：日本のバイオームについて，

遷移や地球温暖化と関連付けて

深く知り、興味をもつ。 

 

 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 
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３ 

4 編 2 章 

生態系と生

物の多様

性 

 

生態系の構造の理解 

 

 

 

生態系の保全方法の

考察 

ａ：バイオームと種多様性の関係

や、生態系の構造について理解す

る。 

ｂ：被食と捕食による生物どうし

のつながりなどを挙げ、生物の関

係性が種多様性に関わることを

見いだす。 

ｃ：地球で生じているさまざまな

環境問題に興味をもち、解決に向

けた主体的な意見の述べる。 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

 

 

 

 

 

 

課題 

 

観察等 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


